
～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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広報

　
毎
年
5
月
の
最
終
水
曜
日
に

世
界
中
で
行
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

２
０
１
６
」
に
5
月
25
日
㈬
、
八

女
市
と
し
て
初
参
戦
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
1
日
15
分
以
上
の
運
動
や

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
住
民
の
参
加
率

を
人
口
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
自
治

体
と
競
い
合
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
今

回
、
八
女
市
は
福
島
県
伊
達
市

と
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
当
日
の
早

朝
、
八
女
公
園
で
予
定
し
て
い

た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は

あ
い
に
く
の
雨
で
八
女
文
化
会

館
に
会
場
を
変
更
し
ま
し
た
が
、

３
０
０
人
を
超
え
る
市
民
が
集

ま
り
ま
し
た
。
三
田
村
市
長
は
、

「
5
月
15
日
、『
健
康
づ
く
り
フ
ェ

ス
タ
』
を
開
催
し
、八
女
市
は
『
ス

ポ
ー
ツ
健
康
づ
く
り
都
市
宣
言
』

を
行
い
ま
し
た
。『
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
る
』
と
い
う
意
識
を

し
っ
か
り
持
つ
こ
と
が
大
切
。
今

年
は
市
民
が
健
康
に
つ
い
て
み
ん

な
で
考
え
る
年
に
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ぱ
～
そ
な
る
ケ
ア
の
理

学
療
法
士
、
岩
元
優
典
さ
ん
の
指

導
に
よ
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操（
腰

痛
予
防
の
ス
ト
レ
ッ
チ
等
）
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
早
朝
か
ら
21
時
ま

で
市
内
各
所
で
様
々
な
団
体
や

個
人
が
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
各
自
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
で
汗
を
流
し
、

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
ス
ポ

ー
ツ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
21
時
に
参
加
者
か
ら
報
告
を

締
め
切
り
、
そ
の
結
果
、
八
女
市

が
参
加
者
数
2
万
６
０
４
８
人
、

参
加
率
39
・
４
㌫
、
伊
達
市
が
参

加
者
数
１
万
７
５
１
５
人
、
参
加

率
は
27
・
8
㌫
と
な
り
、
初
挑
戦

に
し
て
八
女
市
が
勝
利
を
収
め
ま

し
た
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
・
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
初
参
戦

    

福
島
県
伊
達
市
に
勝
利

５月17日㈫伊達市教育長とテレビ電話でエール交換

オープニングセレモニー後のリフレッシュ体操

フラダンス教室の様子

ベルを使った３B体操で汗を流す ニュースポーツの卓球バレーに挑戦



梅雨時期に備えましょう！
◦問い合わせ＝防災安全課消防防災係（☎２３・１７３１）

近
年
、
局
所
的
に
大
雨
を
も
た
ら

す
い
わ
ゆ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
長
期
間

に
わ
た
っ
て
雨
が
降
り
続
く
長
雨
な

ど
の
発
生
が
多
く
な
り
、
冠
水
や
洪

水
、
土
砂
災
害
等
が
発
生
す
る
頻
度

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

特
に
土
砂
災
害
に
つ
い
て
は
、
発
生

す
る
と
瞬
時
に
大
き
な
被
害
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。
土

砂
災
害
発
生
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
時

は
、「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
発
表

さ
れ
ま
す
が
、
発
表
さ
れ
て
い
な
く
て

も
、
普
段
と
違
う
異
常
を
感
じ
た
時
は

早
め
の
避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

1
気
象
情
報
等
に
注
意
す
る

大
雨
・
土
砂
災
害
対
策
の
基
本
は

情
報
収
集
で
す
。
雨
が
降
っ
て
い
る

時
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
、
パ
ソ
コ
ン

な
ど
次
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
、
気

象
情
報
、
雨
量
、
水
位
情
報
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

①
テ
レ
ビ
の
ｄ
ボ
タ
ン

テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
に
ｄ
ボ
タ
ン
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
押
す
と
八
女
市
の

雨
の
情
報
や
河
川
の
情
報
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

②
九
州
防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.qsr.m

lit.go.jp/
bousai_joho/kyusyubosai/

）

九
州
を
中
心
と
し
た
防
災
情
報
に

関
す
る
リ
ン
ク
集
で
す
。
河
川
の
水
位

や
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
、
雨
量
情
報

や
予
測
な
ど
国
や
県
か
ら
の
気
象
情

報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
防
災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん

気
象
注
意
報
や
警
報
が
出
さ
れ
る

と
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2
防
災
ラ
ジ
オ

市
か
ら
警
戒
が
必
要
な
気
象
情
報

や
避
難
に
関
す
る
情
報
な
ど
は
、
ま

ず
防
災
ラ
ジ
オ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

防
災
ラ
ジ
オ
は
必
ず
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ

タ
ー
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
て
ご
使
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
停
電
に
備
え
て
電

池
だ
け
で
受
信
す
る
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
ほ
か
、
八
女
市
等
か
ら

の
定
時
放
送
（
朝
７
時
、
昼
12
時
20

分
、
夜
20
時
）
で
自
動
起
動
す
る
か

電
波
の
受
信
状
況
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

3
早
め
の
準
備
・
早
め
の
避
難

災
害
に
対
し
素
早
く
行
動
す
る
た

め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
大
切

で
す
。
非
常
持
出
品
の
用
意
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
災
害
が
発

生
し
始
め
て
か
ら
避
難
し
よ
う
と
し

て
も
大
変
危
険
で
す
。
事
前
に
避
難

場
所
の
確
認
を
し
、
市
か
ら
避
難
情

報
が
発
令
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
雨

量
の
情
報
、
周
囲
の
前
兆
現
象
に
注

意
し
、
異
変
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
、
自

主
的
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
　
　   

た
だ
し
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、
避

難
し
な
い
こ
と
が
安
全
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
今
い
る
と
こ
ろ
が
建
物
の

倒
壊
な
ど
の
心
配
が
な
く
、
土
砂
災

害
や
河
川
氾
濫
の
心
配
が
な
い
場
合

な
ど
は
、
そ
こ
に
留
ま
る
こ
と
が
安

全
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
夜

中
周
り
の
状
況
が
確
認
し
づ
ら
い
時

や
、
す
で
に
災
害
が
発
生
し
始
め
て

い
る
よ
う
な
時
は
、
避
難
所
へ
行
く

の
は
大
変
危
険
で
す
。
そ
の
時
は
自

宅
の
中
の
2
階
や
比
較
的
安
全
な
場

所
に
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

大
雨
や
土
砂
災
害
に
つ
い
て

大
雨
や
土
砂
災
害
対
策
に
つ
い
て

d ボタン

土
砂
災
害
に
注
意
！

　
土
砂
災
害
は
大
き
く
分
け
て
「
土
石
流
」、「
が

け
崩
れ
」、「
地
す
べ
り
」
が
あ
り
ま
す
。（
※
左

表
参
照
）

　
土
砂
災
害
は
人
命
に
関
わ
る
と
て
も
恐
ろ
し

い
災
害
で
す
。
局
部
的
豪
雨
が
増
え
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
近
年
で
は
土
砂
災
害
が
発
生
す
る

頻
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
土
砂
災
害
の
前
兆

現
象
に
注
意
し
、
そ
れ
ら
の
現
象
を
見
た
り
聞

い
た
り
し
た
ら
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
土
砂
災
害
に
関
す
る
情
報
は
、
八
女
市
防
災

安
全
課
、
県
土
整
備
事
務
所
、
県
庁
砂
防
課
で

も
確
認
で
き
ま
す
。

種類 土石流 がけ崩れ 地すべり

特徴
多量の土砂が川
の水によって運
ばれる現象

急な斜面が崩れ
落ちてしまう現象

斜面の一部あるい
は全体がゆっくり
滑り落ちる現象

前兆現
象の代
表例

山鳴りがする。
急に川の水が濁
る

がけに亀裂が入る
小石が落ちてくる

斜面から水がふ
きだす。地面に
ひび割れ発生

福岡県　土砂 検索

福岡県砂防課ホームページ
詳細な情報を
入手しましょう

役に立つ
ホーム
ページ

土砂災害警戒区域図

土砂災害警戒情報

●どこに危険があるかを知るには

●いつ避難すればよいのかを知るには

平
成
24
年
九
州
北
部
豪
雨
や
平
成
28
年
熊
本
地
震
な
ど
、
ま
た
い
つ
大
き
な
災

害
が
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
災
害
が
身
近
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意

識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
梅
雨
時
期
は
、
大
雨
や
長
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
や
水
害

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
災
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
雨
量
や
土
砂

災
害
の
前
ぶ
れ
に
注
意
し
、
避
難
方
法
や
避
難
場
所
を
確
認
す
る
な
ど
「
自
分
の
安

全
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
日
ご
ろ
か
ら
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

2　2016.6.15　広報やめ



広報やめ　2016.6.153

◦火災・救急・救助
◦事件・事故
◦防災関連機関
　八女市役所
　八女県土整備事務所
　八女消防本部
　八女警察署
◦医療機関(救急指定病院）
　公立八女総合病院
　柳病院
　川崎病院
　馬場病院（広川町）
　姫野病院（広川町）
◦電気関係
　九州電力八女営業所
◦水道関係
　八女市役所上下水道局
◦その他
　八女市役所建設課
　八女市役所農業振興課

119番
110番

☎23・1111
☎22・6982
☎24・0119
☎22・5110

☎23・4131
☎23・2176
☎23・3005
☎32・3511
☎32・3611

10120・986・210

☎23・1949

☎23・1961
☎23・1118

非
常
食

カ ン パ ン
貴
重
品

通 帳

衣
類

下 着
缶 詰 印 か ん く つ 下
レトルト食品 現金（小銭も） 手 袋
飲 料 水 保 険 証 Ｔ シ ャ ツ

生
活
用
品

懐 中 電 灯

救
急
セ
ッ
ト

キ ズ 薬 半 ズ ボ ン
ナ イ フ 胃 腸 薬 ス ニ ー カ ー
缶 切 り シ ッ プ 薬

そ
の
他

ヘ ル メ ッ ト
マ ッ チ 消 毒 薬 防 災 ず き ん
ラ イ タ ー 鎮 痛 剤 毛 布
ロ ー ソ ク 包 帯 座 ぶ と ん
ロ ー プ ばんそうこう 防 災 ラ ジ オ
洗 面 用 具 ガ ー ゼ 予 備 電 池
タ オ ル 脱 脂 綿 育 児 用 品
テ ィ ッ シ ュ は さ み メガネ・コンタクト
ビ ニ ー ル 袋 ピ ン セ ッ ト 携 帯 電 話

災害時の連絡方法

災害用伝言ダイヤル １７１

大きな災害が発生すると、電話回線が混み合ってしまい、電
話の使用が困難になります。「災害用伝言板サービス」を利用
して安否確認をしましょう。

災害時の緊急の連絡先および電話線が混み合った時の連絡手段です。
普段から確認しておきましょう。

災害発生時（震度6弱以上の地震など）に稼働するＮＴＴ
の災害用伝言ダイヤルサービスです。

伝言を録音する　1 伝言を再生する　2

伝言を聞く

音声ガイダンスにしたがって

伝言を入れる（30秒以内）

被災地の方の電話番号を市外局番からダイヤルしてください。
（通話料金が必要です）

171

一般加入電話・ISDN・公衆電話・ひかり電話
で利用できます

※携帯電話やPHS、他通信事業者の電話からのご使用については、ご契約の
　各通信業者へ問い合わせください。
※ダイヤル式電話機をお使いの場合、ご利用になれません。
※サービス開始は、テレビ・ラジオなどで告知されます。
※災害用伝言ダイヤル（171）や携帯各社の災害用伝言板サービスは、体験　
利用できる期間があります。家族で実際に利用して使い方に慣れておきましょう。

【体験利用日】毎月1･15日、1/1 ～ 1/3、1/15 ～ 1/21、8/30 ～ 9/5
「171」に関するご質問などは、局番なしの ｢116」へお問い合わせください。

※電話する時は、あわてず落ち着いて状況をはっきり伝
えましょう。

利用方法

非常食、生活用品、貴重品のほか、救急セットや衣類の替えなども用意しておきましょう。

緊急時の連絡先

非常時持ち出し品チェックリスト

非常食、飲料水は約3日分を用意しましょう。
※飲料水は1人につき1日3リットルが目安です。

－ －

季節によっ
て必要な衣
類を用意し
ましょう。

防災ラジオ
予備電池



4　2016.6.15　広報やめ

　
　　
満
18
歳
以
上
の
日
本
国
民
に
は

す
べ
て
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
が
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
の

は
、
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
り
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

で
す
。

▽
要
件
＝
平
成
10
年
７
月
11
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
28
年

3
月
21
日
以
前
か
ら
八
女
市
に
居

住
し
、
引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

【
八
女
市
に
転
入
し
た
人
は･･･

】

　
平
成
28
年
3
月
21
日
ま
で
に
転

入
届
を
済
ま
せ
た
人
は
、
八
女
市

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
八
女
市
か
ら
転
出
し
た
人
は･･･

】

　
平
成
28
年
３
月
10
日
か
ら
７
月

10
日
ま
で
に
他
の
市
町
村
に
転
出

し
た
（
す
る
）
人
で
、
転
出
先
の

市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
場
合
、
八
女
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、

八
女
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

投
票
所
入
場
券
は
、
郵
送
で
各

世
帯
に
お
届
け
し
ま
す
。

入
場
券
は
、
世
帯
ご
と
の
封
筒

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ミ
シ
ン
目

に
沿
っ
て
開
封
し
、
個
人
ご
と
に

切
り
離
し
て
、
投
票
に
行
く
と
き

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
場
券
を
な
く
し
た
場

合
で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
当
日
投
票
所
の
受
付
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、

投
票
日
が
近
づ
い
て
も
入
場
券
が

お
手
元
に
届
か
な
い
と
き
に
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
出

産
が
近
い
な
ど
の
理
由
で
当
日
投

票
所
へ
行
っ
て
投
票
で
き
な
い
人

は
、
投
票
日
の
前
に
期
日
前
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
八
女
市
内
の
期
日
前
投

票
所
は
全
部
で
6
か
所
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
投
票
所
に
お
け
る
投

票
期
間
は
右
表
の
と
お
り
で
す
。

⃝

時
間
＝
８
時
30
分
～
20
時

⃝

持
参
す
る
も
の
＝
投
票
所
入
場

券
（
届
い
て
い
な
い
と
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
）

　
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
等
の
指
定

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ
の

施
設
に
お
い
て
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
出
張
・
旅
行
な

ど
で
住
所
地
以
外
に
滞
在
し
て
い

る
人
は
、
そ
の
滞
在
地
の
市
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

　
身
体
に
一
定
程
度
を
超
え
る
重

度
の
障
が
い
等
の
あ
る
人
で
、
選
挙

管
理
委
員
会
か
ら
「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る

選
挙
人
は
、
自
宅
等
で
投
票
用
紙

に
記
入
を
し
て
、
そ
れ
を
郵
便
等

に
よ
り
送
付
す
る
方
法
に
よ
っ
て
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

た
め
の
投
票
用
紙
お
よ
び
封
筒
の

請
求
は
、
郵
便
等
投
票
証
明
書
を

提
示
し
て
投
票
日
の
４
日
前
ま
で

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
投
票
を
す
る
と
き
は
、
選
挙
人

が
す
べ
て
自
分
で
投
票
用
紙
に
候

補
者
の
氏
名
ま
た
は
政
党
名
を
記

載
す
る
自
書
投
票
に
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
心
身
の
故
障
な
ど

に
よ
り
自
分
で
記
載
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
は
、
投
票
所
の
係
員

が
投
票
の
お
手
伝
い
し
ま
す
。ま
た
、

点
字
で
の
投
票
も
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
投
票
の
秘
密
は
、
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
せ
っ
か
く
投
票
さ
れ
た
貴
重
な
一

投
票
所
入
場
券
を
お
届
け

し
ま
す

投
票
で
き
る
人
は
…

郵
便
等
で
の

不
在
者
投
票
も
で
き
ま
す

代
理
投
票
・
点
字
投
票
も

で
き
ま
す

投
票
日
に
投
票
が
で
き
な
い
と

き
は
期
日
前
投
票
の
利
用
を

7月10日日は「第24回参議院議員
通常選挙」の投票日です

期日前投票所 期日前投票期間
八女市役所103会議室 6月23日㈭～ 7月9日㈯
八女市上陽支所小会議室

7月3日㈰～ 7月9日㈯

八女市黒木支所第５会議室
八女市立花市民センター
101研修室
八女市矢部公民館
八女市星野行政福祉セン
ター大集会室

期日前投票・不在者投票は7月9日㈯まで

不
在
者
投
票
も
で
き
ま
す

せ
っ
か
く
の
投
票
が
無
効
に

な
ら
な
い
よ
う
に

７
月
10
日
㈰
は
「
第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
」
の
投
票
日
で
す
。
選

挙
は
、
私
た
ち
の
意
思
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
機
会
で
あ
り
、
私

た
ち
が
主
権
者
と
し
て
政
治
に
参
加
す
る
唯
一
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
の
国
政
を
任
せ
る
人
を
、
自
分
自
身
の
一
票
で
悔
い
の
な
い

よ
う
に
選
び
ま
し
ょ
う
。
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票
も
、
次
の
よ
う
な
投
票
は
無
効

に
な
り
ま
す
。
投
票
用
紙
に
は
き

ち
ん
と
丁
寧
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

①
所
定
の
投
票
用
紙
を
用
い
て
い

な
い
も
の

②
立
候
補
し
て
い
な
い
者
の
氏
名

を
記
載
し
た
も
の

③
「
誰
」
を
記
載
し
た
か
確
認
で

き
な
い
も
の

④
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
他
事
を

記
載
し
た
も
の

⑤
２
人
以
上
の
氏
名
を
記
載
し
た

も
の

⑥
候
補
者
の
氏
名
を
自
書
し
な
い

も
の

　
選
挙
区
選
挙
・
比
例
代
表
選
挙

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
選
挙
公
報
を
お

届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
選
挙
区
選

挙
の
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
を
市

内
に
設
置
し
ま
す
。
も
し
、
こ
の

掲
示
板
が
壊
れ
て
い
る
の
を
発
見

し
た
と
き
は
、
お
手
数
で
す
が
市

選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
選
挙

運
動
が
で
き
ま
す
。
一
般
の
有
権
者

は
、
電
子
メ
ー
ル
を
使
っ
た
選
挙
運

動
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
等
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ブ
ロ
グ
等
）

を
使
っ
て
選
挙
運
動
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
①
選
挙
事
務
関
係
者
②

特
定
公
務
員
③
選
挙
権
お
よ
び
被

選
挙
権
が
な
い
方
④
18
歳
未
満
の
方

は
、
引
き
続
き
全
て
の
選
挙
運
動
が

で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
総
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
選
挙
人
が
八
女
市
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
て
期
日
前
投
票
を

行
う
場
合
に
期
日
前
投
票
所
ま
で

の
往
復
運
賃
を
八
女
市
選
挙
管
理

委
員
会
が
負
担
し
ま
す
。
八
女
市

全
域
が
対
象
と
な
り
、
期
間
は
7

月
4
日
㈪
か
ら
7
月
8
日
㈮
ま
で

で
す
。
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
事
前

に
利
用
登
録
お
よ
び
予
約
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
３
３
・
２
０
０
２
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
登
録
に

時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
利
用
の
際
は
お
早
め
に
申

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
今

回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
よ
り

満
18
歳
以
上
の
人
に
選
挙
権
が
与

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
大
切
な
こ
と
は
、
①
情
報
を
集

め
、
②
よ
く
考
え
、
③
投
票
先
を

決
め
、
④
投
票
に
行
く
こ
と
で
す
。

　
選
挙
は
民
主
主
義
の
基
本
で
、

自
分
の
意
見
を
政
治
に
反
映
さ
せ

る
大
事
な
機
会
で
す
。
投
票
に
行

か
な
い
こ
と
は
、
そ
の
機
会
を
手
放

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一

票
の
力
を
信
じ
て
、
必
ず
投
票
に

行
き
ま
し
ょ
う
。

　　
選
挙
運
動
と
は
特
定
の
候
補
者

や
政
党
に
投
票
す
る
よ
う
他
人
に

促
す
行
為
の
こ
と
で
す
。
立
候
補

届
出
前
の
す
べ
て
の
選
挙
運
動
は
、

罰
則
を
も
っ
て
、
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
18
歳
未
満
の
人
は
、
一
切

の
選
挙
運
動
は
で
き
ま
せ
ん
。
特

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い

て
、
知
ら
な
い
う
ち
に
選
挙
運
動

を
行
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
最
近
の
選
挙
に
お
け
る
投
票
率

は
、
低
下
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
八
女
市
に
お
い
て
も
こ

の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
自
ら
す
す
ん
で
投
票
し
、
大
切

な
１
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

八
女
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
八
女
市
役
所
総
務
課
内
）　

☎
２
３
・
１
１
１
１

選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
な
り
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネッ
ト
を
使った
選
挙

運
動
につい
て

選
挙
公
報
を
お
届
け
し
ま
す

あ
な
た
の
１
票

大
切
に
し
ま
し
ょ
う

選
挙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
総
務
省 

検
索

期
日
前
投
票
に
お
け
る
八
女

市
乗
合
タ
ク
シ
ー
『
ふ
る
里
タ

ク
シ
ー
』の
利
用
について

皆
さ
ん
、
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う

お
も
い
を
の
せ
て

　
届
け
、私
の
声
。

⃝

選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に

な
り
ま
す
。

⃝

選
挙
に
行
く
時
の
心
構
え
は
？

⃝

選
挙
運
動
は
ル
ー
ル
に
従
い

ま
し
ょ
う
！

　

今
年
は
１
億
６
千
万
円
！
完

売
次
第
終
了
し
ま
す
。

　

市
内
市
外
を
問
わ
ず
ど
な
た

で
も
購
入
で
き
る
『
八
女
の
郷

ふ
れ
あ
い
商
品
券
』。
お
一
人
様

10
万
円
か
つ
１
世
帯
30
万
円
ま

で
。
１
万
円
で
１
万
１
千
円
の

お
買
い
物
が
で
き
る
商
品
券
を
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⃝

販
売
開
始
日
＝
7
月
6
日
㈬

8
時
30
分
～
16
時
【
先
着
順
】

⃝

利
用
期
間
＝
平
成
28
年
7
月

6
日
㈬
～
平
成
29
年
1
月
5
日

㈭※
た
だ
し
商
品
券
が
完
売
し
て
い

な
け
れ
ば
、
7
月
9
日
㈯
・
10

日
㈰
に
8
時
30
分
～
15
時
ま
で

黒
木
本
所
の
み
で
販
売
し
ま
す
。

⃝

発
売
場
所
・
問
い
合
わ
せ

＝
八
女
市
商
工
会　
　
　
　
　

 

黒
木
本
所
（
☎
４
２・０
１
５
３
）

立
花
支
所
（
☎
３
７・１
４
５
１
）

上
陽
支
所
（
☎
５
４・２
８
５
１
）

矢
部
支
所
（
☎
４
７・２
２
１
６
）

星
野
支
所
（
☎
５
２・２
２
０
７
）

八
女
市
商
工
会

プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
を
発
行

し
ま
す

八
女
花
子

八
女
太
郎

必
勝

八
女
太
郎
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わ
が
国
の
高
齢
者
人
口
が
年
々
増

加
し
て
い
る
の
に
伴
い
、
脳
卒
中
の

患
者
数
も
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、

そ
の
中
で
も
重
度
の
後
遺
症
を
起
こ

す
心
原
性
脳
梗
塞
が
27
％
以
上
を
占

め
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。（
脳

卒
中
デ
ー
タ
バ
ン
ク
２
０
０
９
よ
り
）

　
こ
の
脳
梗
塞
は
心
臓
の
中
で
で
き

た
血
栓
（
血
の
固
ま
り
）
が
首
の
左

右
に
位
置
す
る
頸
動
脈
を
通
っ
て
、

脳
の
太
い
動
脈
に
詰
ま
っ
て
し
ま
う

こ
と
で
起
こ
る
も
の
で
す
。

　
心
原
性
脳
梗
塞
症
の
原
因
と
な
る

心
臓
病
で
一
番
多
い
の
が
「
心
房
細

動
」
で
す
。
こ
の
心
房
細
動
は
不
整

脈
の
一
種
で
、
こ
れ
に
よ
り
不
整
脈

が
起
こ
り
血
液
を
一
気
に
送
り
出
せ

な
く
な
っ
て
血
流
が
悪
く
な
る
の
で
、

血
液
が
心
臓
の
中
で
よ
ど
み
、
血
液

が
固
ま
っ
て
血
栓
が
で
き
や
す
く
な

り
ま
す
。

　
心
臓
の
中
で
発
生
す
る
血
栓
は
大

き
い
の
で
、
脳
の
血
管
（
動
脈
）
ま

で
流
れ
る
と
、
脳
の
太
い
動
脈
に
詰

ま
っ
て
し
ま
う
た
め
、
梗
塞
し
て
影

響
を
受
け
る
脳
細
胞
の
範
囲
が
広
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
る
日
突
然
、

血
液
の
流
れ
に
乗
っ
て
運
ば
れ
、
脳

の
血
管
を
詰
ま
ら
せ
て
し
ま
う
発
作

が
起
き
、
症
状
も
強
く
現
れ
る
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
脳
梗
塞
を
起
こ
す
不

整
脈
の
一
種
「
心
房
細
動
」
を
事
前

に
見
つ
け
る
方
法
と
し
て
の
簡
単
な

検
査
が
心
電
図
検
査
で
す
。
こ
の
心

電
図
検
査
は
特
定
健
診
の
項
目
（
詳

細
項
目
）
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
追
加
料
金

５
０
０
円
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
と
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
40
歳
～
75

歳
未
満
で
希
望
さ
れ
た
人
は
心
電
図

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
心
疾
患
を
お

持
ち
の
人
、
脳
梗
塞
の
既
往
が
あ
る

人
は
、
ぜ
ひ
心
電
図
検
査
を
受
け
重

篤
な
脳
梗
塞
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

　
　
人
間
の
脳
の
中
に
は
ニ
ュ
ー
ロ
ン
と
呼

ば
れ
る
神
経
細
胞
が
、
通
常
一
人
の
人

間
に
は
、
１
５
０
～
２
０
０
億
個
存
在

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
細
胞

同
士
が
つ
な
が
っ
て
脳
は
機
能
し
ま
す
。

（
こ
の
つ
な
が
り
を
『
シ
ナ
プ
ス
』
と
呼

び
ま
す
）

　
乳
幼
児
の
脳
は
五
感
か
ら
入
っ
て
く

る
刺
激
を
受
け
て
脳
内
の
神
経
の
つ
な

が
り
『
シ
ナ
プ
ス
』
を
作
り
ま
す
。
こ

の
つ
な
が
り
は
、
昼
間
の
明
る
さ
と
夜

の
暗
さ
の
自
然
の
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
繰

り
返
し
与
え
ら
れ
る
「
よ
い
刺
激
」
で

ど
ん
ど
ん
育
ち
ま
す
。
そ
の
他
に
も
刺

激
に
は
夏
の
暑
さ
、
冬
の
寒
さ
、
水
の

冷
た
さ
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
手

の
温
か
さ
、
風
や
雨
の
音
、
お
も
ち
ゃ

の
触
り
心
地
、
野
菜
や
果
物
の
味
、
木

や
花
の
匂
い
な
ど
、
何
気
な
く
過
ご
し

て
い
る
日
常
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
人
は
汗
を
か
い
て
体
温
を
調
節
し
ま

す
。
汗
を
出
す
「
汗か

ん
せ
ん腺

」
は
３
歳
ご
ろ

ま
で
の
間
に
発
達
し
ま
す
が
、
汗
を
か

く
こ
と
に
よ
っ
て
汗
腺
の
量
が
決
ま
り

ま
す
。
体
を
使
っ
て
遊
ん
で
汗
を
か
く

機
会
が
少
な
い
と
、
汗
腺
が
発
達
し
ま

せ
ん
。
汗
が
か
け
な
い
と
体
温
調
節
が

で
き
ず
、
自
律
神
経
の
乱
れ
な
ど
体
に

不
調
を
き
た
し
ま
す
。
暑
い
、
寒
い
も

大
切
な
刺
激
で
す
。
大
人
も
子
ど
も
も
、

エ
ア
コ
ン
に
頼
り
す
ぎ
ず
、
成
長
の
機

会
を
た
っ
ぷ
り
与
え
ま
し
ょ
う
。

健 康 コ ラ ム

7月の健康だより健康推進課（☎ 23・1352）

♥
乳幼児期の五感への
刺激について
乳幼児期に大切なこと

１
．刺
激
が
脳
を
育
て
ま
す

２
．
汗
を
か
く
こ
と
、
で
き
て
い
ま

す
か
？　

心
電
図
検
査
で
脳
梗
塞
を
予
防
し
よ
う

平
成
28
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
45
歳
～
75
歳
未
満
）

は
追
加
料
金
５
０
０
円
で
心
電
図
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す脳梗塞のうち心臓の血の塊が脳にとんでくるタイプ

　

少
し
ず
つ
、
夏
の
近
づ
き
を
感
じ
る
時
期
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
昔
と
比
べ
る
と
、現

在
は
冷
房
や
暖
房
が
普
及
し
て
き
て
、快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
、暑
い
日
に
汗
を

か
い
て
過
ご
す
こ
と
や
、
寒
い
日
に
外
で
過
ご
す
経
験
が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。「
暑
い
日
に
汗
を
か
い
て
過
ご
す
」
、こ
れ
も
乳
幼
児
期
に
は
大
切
な
五
感
へ
の
刺

激
で
す
。五
感
と
は
、視
覚
、聴
覚
、嗅
覚
、味
覚
、触
覚
の
５
つ
の
感
覚
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
今
回
は
、「
乳
幼
児
期
の
五
感
へ
の
刺
激
」に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

赤ちゃんが五感に受けるいろいろな刺激

大動脈
左心房

梗塞部位

塞  栓
心 房細動等

が原因で

心臓などから
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　保健師や看護師が、血圧測定・尿検査・
体脂肪測定をします。健康に関するさま
ざまな相談に応じます。健康手帳をお
持ちの人はご持参ください。
※電話相談も行っています。
◦日時＝7月4日㈪ 9時30分～ 11時 ／ 
八女市保健センター
◦日時＝7月5日㈫ 14時～ 15時 ／ 立花
総合保健福祉センター「かがやき」
◦日時＝7月6日㈬ 10時～ 11時 ／ 上陽
支所
◦日時＝7月8日㈮ 14時～ 15時 ／ 星野
総合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝7月15日㈮10時～ 11時 ／黒木
地域交流センター「ふじの里」
◦日時＝7月21日㈭ 14時～ 15時 ／ 矢
部基幹集落センター

旧八女市・立花町の皆さん
♥受付時間　13時15分～ 14時30分
♥会場　やめっこ未来館
◦日にち・対象＝
7月12日㈫＝10か月児（平成27年9月生）
7月20日㈬＝4か月児（平成28年3月生）
7月26日㈫＝1歳6か月児（平成26年12月生）
7月28日㈭＝3歳児（平成25年6月生）
旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村の皆さん
♥受付時間　13時30分～ 14時30分
♥会場  黒木地域交流センター「ふじの里」
◦日にち＝7月19日㈫　
◦対象＝1歳6か月児（平成26年11月と
12月生）／ 3歳児（平成25年5月と6月生）
※対象者には個別に通知します。

※事前に連絡いただくとどちらの会場で
も健診を受けることができます。

離乳食初期（5 ～ 6か月児）のお話と調理。
参加する人は事前に健康推進課までお申
し込みください。託児あり（要申込）。
♥日時　7月21日㈭ 10時～ 13時 ※受付
9時30分～ 10時　♥会場　おりなす八
女研修棟　♥持参品　エプロン、三角
布、手ふきタオル、筆記用具　♥材料
費　300円　♥定員　15人　※申込者
には個別に通知します。

　離乳食中期・後期（7か月児～ 1歳児
ごろ）のお話と試食。参加する人は事
前に健康推進課までお申し込みくださ
い。託児あり(要申込）。
♥日時　7月14日㈭ 10時～ 12時 ※受
付9時30分～ 10時　♥会場　おりなす
八女研修棟　♥持参品　手ふきタオル、
筆記用具、母子健康手帳　♥定員10人
　※申込者には個別に通知します。

　子育てのことで、少しでも心配なこと
があったらお気軽にご相談ください。身
長・体重測定もできます。母子健康手帳
をお持ちください。相談日以外でも、窓
口や電話で子育て相談を行っています。
やめっこ未来館会場では公立八女総合病
院の助産師の「母乳相談」ができるように
なりました。
◦日時＝7月5日㈫10時～ 11時 ／ 矢部
基幹集落センター

◦日時＝7月6日㈬ 9時30分～ 11時 ／ 
やめっこ未来館
◦日時＝7月15日㈮ 13時15分～ 14時30
分 ／ やめっこ未来館

　心理士による個別相談です。対象者
は小学校就学前までの方で、成長発達
面に不安のある人です。心配なことがあ
ればお気軽にご相談ください。※予約制
♥日時　7月14日㈭9時～ 16時、28日㈭ 
9時～ 16時
♥会場　八女市保健センター
♥日時　7月19日㈫ 9時～ 16時
♥会場　黒木地域交流センター「ふじの里」

　心理士による個別相談です。対象者
は市内在住で、こころに悩みがある人で
す。お気軽にご相談ください。※予約制
♥日にち　7月27日㈬
♥時間　13時30分～ 15時30分まで受付
♥会場　おりなす八女研修棟第5研修室

　次回は8月に開催します。

乳幼児心理相談

７
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談申
込・問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３・１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

もぐもぐ！かみかみ！離乳食教室

ベビーズクッキング

心理士によるこころの相談

【材料】（4人分）　
◦新じゃが･･･200ｇ（中２個）
◦ほうれん草･･･200ｇ（１袋）
◦新玉ねぎ100ｇ･･･（中1/2個）
◦バター･･･10ｇ
◦水･･･300㏄
◦無調整豆乳･･･400cc
◦固形コンソメ･･･１個
◦塩･･･ひとつまみ
◦こしょう･･･少々

【作り方】
①じゃが芋はいちょう切り
に、ほうれん草をゆでてざ
く切りに、玉ねぎはみじん
切りにする。
②鍋にバターを熱し、じゃ
が芋と玉ねぎを炒め、水、
コンソメを加えて加熱し、
沸騰したら弱火で煮る。
③②とほうれん草、豆乳を
ミキサーにかけ、鍋で軽く
温め、塩、こしょうで調味
する。おこのみでクルトンを浮かべる。

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

124Kcal
5.9g
4.3g

16.1g
782mg
47mg
72mg
2.5mg

2.7g
0.9g

1人分あたりの栄養価

新じゃがとほうれん草のポタージュ

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

じゃが芋には、加熱しても壊れにくいビタミン C が豊富で
す。皮が薄い新じゃがいもは、皮ごと食べることで食物繊
維も効果的に摂ることができます。
タマネギには、疲労回復やスタミナ補給効果があるビタミ
ンＢ1の吸収を助ける硫化アリルを含みます。熱を通さず、
生で食べるとよりおすすめです。

ジャガイ
モ・

タマネギ
の

栄養価

マタニティ教室



ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

日
本
で
最
も
美
し
い
村
々
が
星
野
に
集
合 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
の
定
期
総
会
・
戦
略
会
議
が
５
月
25

日
㈬
か
ら
27
日
㈮
に
か
け
て
八
女
市
星
野

村
で
開
か
れ
ま
し
た
。
連
合
に
加
盟
す
る

60
地
域
中
54
地
域
総
勢
２
４
０
人
が
一
堂

に
会
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

話
し
合
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
星
野
村

は
平
成
21
年
度
か
ら
同
連
合
に
加
盟
し
、

合
併
後
も
引
き
続
き
星
野
地
区
と
し
て

入
っ
て
い
ま
す
。
二
日
目
の
26
日
に
は
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
そ
よ
か
ぜ
」
で

戦
略
会
議
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

あ
り
、
星
野
地
区
協
議
会
の
髙
木
良
之
会

長
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
ん
ば
り
よ
る
よ
星
野
村
山

口
聖
一
代
表
、
八
女
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
髙
田
直
木
さ
ん
が
登
壇
。
活
動
内
容

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
八
女
茶
を
は
じ
め
星
野
村
の
特

産
品
や
加
工
品
が
ず
ら
り
と
並
び
、
地
域

を
ピ
ー
ア
ー
ル
。
夕
方
か
ら
の
交
流
会
に

は
、
麻
生
神
社
に
伝
わ
る
風
流
の
舞
や
馬

場
姉
妹
の
民
謡
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
三
田
村
市
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で「
ふ

る
さ
と
の
豊
か
さ
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
八

女
市
の
取
り
組
み
は
、
日
本
で
最
も
美
し

い
村
連
合
の
基
本
理
念
と
同
じ
。
日
々
の

生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
美
し
い
景
観
を

守
っ
て
い
き
ま
す
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。

以前は星野村が恥ずかしかったが、
星のふるさとのまちづくりが成功
し、村に誇りが持てるようになった。
今回も地元が草刈りや沿道の花に
協力いただいた地域をあげての協
力体制ができている。

災害というピンチをチャンスに変え
ようという思いで活動を続けてい
る。村外の方の力を借り交流する
ことで、その先に私たちのふるさと
の未来がある。災害ボランティアの
交流から活動の交流を続けている。

八女市星の村の紹介

戦略会議パネルディスカッション
星野在住 3 人のパネラーが発表しま
した。

古民家再生プロジェクトの取り組み

農村と都市との絆モデル事業の取り組み

地域おこし協力隊は地域のお宝発
掘隊。それを発信していくことで星
野に興味を持っていただく。移住
定住に関しては、地域の小さな仕
事を与えるなど、仕事を含めて受
け入れ体制を作っていけないか。

髙木良之さん

山口聖一さん

髙田直木さん

　
星
野
ミ
ヤ
シ
ノ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
園
で

は
、
今
年
も
満
開
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

が
来
訪
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
上
郷
地
区
で
は
５
月

８
日
㈰
一
斉
に
花
芽
摘
み
を
計
画

し
、
約
70
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集

結
。
今
年
は
、
県
立
八
女
農
業
高

等
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
（
11
人
）

も
参
加
し
、
ク
ラ
ブ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
「
明
る
く
！
楽
し
く
！
元
気

よ
く
！
」そ
し
て「
や
る
気
！
元
気
！

本
気
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
大
奮
闘
。

地
域
の
皆
さ
ん
も
、
胸
い
っ
ぱ
い
の

元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
来
年
も
き
っ

と
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は
美
し
い
花
を
咲
か

せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

来
年
も
綺
麗
な
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
咲
き
ま
す
よ
う
に

総会に参加された連合加盟地域の皆さん

八女農業高校ボランティア部の皆さん

水害前の広内の棚田。一日も早い復旧が望まれています

女性グループの皆さんも真心のおもてなし 地域の皆さんが風流を披露 大曲副知事と一緒に交流会で親睦を深める皆さん

8　2016.6.15　広報やめ
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黒
木
町
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
だ
ご
汁
が

大
好
き
だ
っ
た
作
曲
家
團
伊
玖
磨
さ
ん
の

命
日
で
あ
る
5
月
17
日
㈫
、
黒
木
町
の
素

盞
嗚
神
社
で
第
15
回
だ
ご
汁
忌
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
團
さ
ん
は
、
黒
木
町
文
化
連
盟

の
吉
村
誠
前
会
長
と
の
旧
陸
軍
音
楽
隊
に
所
属
し
た
と
い

う
縁
で
、
黒
木
町
を
訪
れ
て
は
好
物
の
だ
ご
汁
に
舌
鼓
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
縁
が
き
っ
か
け
で
「
だ
ご
汁
の
歌
」

を
は
じ
め
、「
八
女
消
防
の
歌
」
や
「
八
女
学
院
校
歌
」
な

ど
、八
女
で
親
し
ま
れ
る
歌
を
作
曲
し
て
い
ま
す
。
式
で
は
、

境
内
の
碑
前
に
花
、
お
茶
、
だ
ご
汁
を
さ
さ
げ
た
後
、
黒

木
小
学
校
6
年
生
60
人
が
「
だ
ご
汁
の
歌
」
を
、
八
女
消

防
本
部
職
員
が「
八
女
消
防
の
歌
」な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

式
終
了
後
に
は
、
黒
木
文
化
連
盟
女
性
部
に
よ
り
、
い
り

こ
や
夏
豆
、
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
、
歌
詞
ど
お
り
の
具
が
入
っ
た

だ
ご
汁
が
参
列
者
に
ふ
る
ま
わ
れ
、
故
人
を
偲
び
ま
し
た
。

作
曲
家 

團
伊
玖
麿
さ
ん
を
偲
ぶ 

第
15
回
だ
ご
汁
忌 

　
第
54
回
福
岡
県
身
体
障
害
者
体

育
大
会
が
５
月
８
日
㈰
、
博
多
の

森
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
女
市
内
か
ら
36
人
の
選
手
が
参

加
し
、今
大
会
は
メ
ダ
ル
23
個
（
金

メ
ダ
ル
9
個
・
銀
メ
ダ
ル
10
個
、

銅
メ
ダ
ル
４
個
）
を
獲
得
し
ま
し

た
。
入
賞
し
た
八
女
市
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
の
選
手
な
ど
11
人
が

５
月
27
日
㈮
、
市
役
所
を
訪
れ
て

三
田
村
市
長
に
入
賞
を
報
告
し
ま

し
た
。
三
田
村
市
長
は
「
日
ご
ろ
の

努
力
が
実
を
結
び
す
ば
ら
し
い
成

績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。
ご
活
躍

に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と

選
手
の
皆
さ
ん
を
た
た
え
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
22
日
㈰
に
朝
倉
市
で

行
わ
れ
た
第
７
回
福
岡
県
身
体
障

害
者
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
に
八
女

市
か
ら
２
チ
ー
ム
８
人
が
出
場
し
、

団
体
で
八
女
市
Ｂ
チ
ー
ム
が
準
優

勝
、
井
上
博
隆
さ
ん
が
個
人
で
２

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

身体障害者体育大会で活躍

團さんの碑前で「だご汁の歌」を歌う子どもたち

　
八
女
伝
統
工
芸
館
で
５
月
12

日
㈭
か
ら
22
日
㈰
ま
で
「
初
代
筑

後
国
主
田
中
吉
政
時
代
展
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
田
中
吉
政
は
戦
国
時
代
を
生
き
抜
い
た

武
将
。豊
臣
秀
次
の
筆
頭
家
老
と
し
て
仕
え
、関
ヶ

原
の
合
戦
で
は
東
軍
に
つ
き
、
石
田
三
成
を
と
ら
え
た
功

績
に
よ
り
初
代
筑
後
国
（
福
岡
県
南
部
）
主
と
し
て
32

万
５
千
石
の
大
名
と
な
り
ま
し
た
。
吉
政
親
子
の
統
治

し
た
時
代
は
わ
ず
か
20
年
で
し
た
が
、
そ
の
間
に
道
路

や
河
川
の
整
備
、
地
域
の
産
業
や
特
産
品
発
掘
な
ど
の

基
盤
を
整
え
ま
し
た
。
八
女
市
に
も
福
島
城
を
修
築
し
、

城
下
町
と
し
て
の
基
盤
を
整
え
ま
し
た
。「
田
中
吉
政
時

代
展
」
で
は
、
土
木
の
神
様
と
呼
ば
れ
た
吉
政
が
築
い
て

き
た
近
江
八
幡
や
岡
崎
、
筑
後
な
ど
に
行
っ
た
都
市
計

画
や
産
業
な
ど
を
写
真
や
パ
ネ
ル
な
ど
で
紹
介
し
ま
し

た
。
見
学
者
は
「
吉
政
は
ち
ょ
う
ど
今
の
大
河
ド
ラ
マ
の

時
代
の
人
。
か
つ
て
こ
の
八
女
に
素
晴
ら
し
い
福
島
城
が

建
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
び
っ
く
り
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

筑
後
国
主 

田
中
吉
政
公

の
時
代
を
探
る

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
が
終
わ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
が
少
な
く
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
５
月
９

日
㈪
、
國
友
浩
さ
ん
（
祈
祷
院
）
と
有
志
の
皆
さ

ん
に
よ
り
、
熊
本
県
益
城
町
中
央
小
学
校
に
て
カ

レ
ー
の
炊
き
出
し(
約
３
０
０
食)

が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
代
表
の
國
友
さ
ん
は
「
愛
情
だ
け
は
い
っ

ぱ
い
入
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
召
し
上

が
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
食
べ
終
わ
っ
た

人
か
ら
は
、「
美
味
し
か
っ
た
。
お
か
わ
り
を
３
杯

し
ま
し
た
！
」
と
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
避
難

所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
軸
丸
さ
ん

は
「
皆
さ
ん
が
こ
う
や
っ
て
支
援
に
来
て
く
だ
さ
る

の
で
、私
た
ち
は
負
け
ま
せ
ん
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

カレー炊き出しで被災地支援

大会の結果を市長に報告しました

今の時代のまちづくりに通じる輝かしい功績の数 を々展示

心を込めてカレーを作りました



⃝

申
込
期
間
＝
７
月
１
日
㈮
～
７
月
20
日

㈬
８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
土
・
日
曜
、

祝
日
を
除
く
）

⃝

抽
選
会
＝
８
月
上
旬
予
定

⃝

募
集
住
宅
＝
蒲
原
住
宅
（
旧
雇
用
促
進

住
宅
の
室
内
を
全
面
改
修
し
て
い
ま
す
）　

⃝

募
集
戸
数
＝
20
戸
程
度

⃝

申
込
み
資
格
＝
応
募
す
る
た
め
に
は
、

八
女
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
入
居
者
資
格

条
件
を
満
た
し
た
う
え
で
、
か
つ
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
新
婚
世
帯

　
申
込
者
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
（
事
実
婚

お
よ
び
婚
約
者
を
含
む
）
の
い
ず
れ
か
一

方
が
40
歳
未
満
の
人
で
ア
～
ウ
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
世
帯
。

ア
婚
姻
の
場
合･･･
婚
姻
の
日
後
５
年
以

内
の
人

イ
事
実
婚
の
場
合･･･

同
居
を
開
始
し
た

日
後
５
年
以
内
の
人

ウ
婚
約
の
場
合･･･

婚
約
中
の
人

※
事
実
婚
の
場
合
は
、
住
民
票
の
続
柄
に

「
未
届
の
夫
」
ま
た
は
「
未
届
の
妻
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
人
に
限
り
ま
す
。

※
婚
約
の
場
合
は
、
入
居
説
明
会
ま
で
に

婚
姻
を
証
明
す
る
書
類（
戸
籍
謄
本
な
ど
）

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
子
育
て
世
帯

　
中
学
生
以
下
の
子
を
扶
養
し
て
い
る
２

人
以
上
の
世
帯
。

※
申
込
み
資
格
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
都
市
計
画
課
住
宅
係

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）

　
平
成
27
・
28
年
度
八
女
市
競
争
入
札
参
加
資
格
登
録

を
し
て
い
な
い
市
内
事
業
者
で
、
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

⃝

登
録
有
効
期
間
＝
平
成
28
年
10
月
１
日
～
平
成
29
年

9
月
30
日

⃝

対
象
＝
八
女
市
内
に
本
社
を
有
す
事
業
者
お
よ
び
八

女
市
内
の
支
店
・
営
業
所
等
に
年
間
委
任
す
る
事
業
者

⃝

申
請
受
付
期
間
＝
７
月
15
日
㈮
～
７
月
29
日
㈮
※
土
・

日
・
祝
日
を
除
く

⃝

申
請
要
領
お
よ
び
様
式
＝
６
月
15
日
㈬
か
ら
八
女
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

⃝

審
査
期
間
＝
７
月
１
日
㈮
～
７
月
15
日
㈮

※
土
・
日
を
除
く

⃝
審
査
に
必
要
な
書
類
＝

①
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
の
写
し
（
工
事
の
み
）

※
平
成
28
年
7
月
1
日
現
在
有
効
な
も
の

②
国
税
、
県
税
お
よ
び
市
町
村
民
税
（
※
）
の
滞
納
の

な
い
証
明

※
本
店
が
八
女
市
外
に
あ
る
場
合
は
、
本
店
所
在
地
の

市
町
村
民
税
に
か
か
る
滞
納
の
な
い
証
明
が
必
要

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
契
約
係
（
☎
２
４
・
８
０
２
０
）

　
福
岡
法
務
局
と
福
岡
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
６
月

27
日
㈪
か
ら
７
月
３
日
㈰
ま
で

の
１
週
間
を
「
子
ど
も
人
権
１

１
０
番
強
化
週
間
」
と
し
て
、「
い

じ
め
」
や
体
罰
、
不
登
校
や
子

ど
も
の
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
に

関
す
る
人
権
問
題
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

【
相
談
日
程
・
時
間
】

▽
６
月
27
日
㈪
～
７
月
１
日
㈮

＝
８
時
30
分
～
19
時

▽
７
月
２
日
㈯
・
７
月
３
日
㈰
＝

10
時
～
17
時

【
相
談
電
話
番
号
】　

☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き

ま
せ
ん
の
で
（
０
９
２
・
８
５
２
・

４
５
３
６
）へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。
　

新婚・子育て世帯住宅入居者を募集します

20戸
募集

競
争
入
札
参
加
資
格
登
録
申
請

（
工
事・委
託・物
品
）を
受
付

競
争
入
札
参
加
資
格
登
録
事
業
者

の
う
ち
、
市
内
の
事
業
者
は
、

中
間
年
の
資
格
審
査
を
行
い
ま
す

子どもの人権
１１０番強化週間

競
争
入
札
参
加
資
格
登
録
申
請
・

資
格
審
査
に
つ
い
て
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①
②
共
通

◦
集
合
場
所
＝
岩
戸
山
歴
史
文
化

交
流
館

◦
参
加
対
象
＝
小
学
生
30
人

◦
募
集
締
切
＝
６
月
22
日
㈬

◦
申
込
方
法
＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
に
て
（
先
着
順
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
い
わ
い
の

郷
（
八
女
市
吉
田
）
☎
２
４
・
３

２
０
０
／
O
２
４
・
３
２
１
０

　
正
し
い
知
識
を
持
ち
早
期
発
見
・

治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
医
師
や

専
門
職
に
よ
る
健
康
講
座
を
行
い

ま
す
。
予
約
不
要
。
参
加
無
料
。

◦
日
時
＝
▽
７
月
７
日
㈭
14
時
～

◦
問
い
合
わ
せ
＝
事
務
局（
☎
２
２・

３
１
３
１
）
※
出
店
者
随
時
募
集

◦
日
時
＝
７
月
８
日
㈮
15
時
30
分

～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
筑
後
特
別
支
援
学
校
寄

宿
舎
前
（
雨
天
時
は
体
育
館
）

◦
内
容
＝
交
流
校
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
太
鼓
の
共
演
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

２
・
５
３
・
０
５
２
８
）

　
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
、赤
米
（
古
代
米
）

を
植
え
て
、
秋
に
収
穫
す
る
体
験

を
し
ま
せ
ん
か
。
参
加
費
無
料
。

①
サ
ツ
マ
イ
モ
定
植
体
験

◦
期
日
＝
６
月
26
日
㈰
10
時
～
12

時
頃
ま
で

②
赤
米
（
古
代
米
）
田
植
え
体
験

◦
期
日
＝
６
月
26
日
㈰
13
時
～
15

時
頃
ま
で

し
ゃ
れ
な
お
菓
子

◦
材
料
費
＝
１
５
０
０
円
程
度

◦
定
員
＝
16
人
（
先
着
順
）

◦
申
込
み
方
法
＝
６
月
15
日
㈬
～

６
月
27
日
㈪
の
間
に
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
（
９
～
17
時
）

※
調
理
器
具
や
ガ
ス
オ
ー
ブ
ン
を

使
い
ま
す
の
で
危
険
防
止
の
た
め
、

小
さ
い
お
子
さ
ま
連
れ
で
の
参
加
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
東

公
民
館（
☎
／
O 

２
３・５
２
７
６
）

　
予
約
不
要
、
当
日
13
時
30
分
か

ら
受
付
。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
７
月
３
日
㈰
14
時
～
17
時

◦
場
所
＝
筑
後
弁
護
士
会
館
４
階

（
久
留
米
市
篠
山
町
11
ー
５
）

◦
内
容
＝
安
保
関
連
法
と
憲
法

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
弁
護
士
会
筑
後

部
会（
☎
０
９
４
２・３
２・２
６
３
８
）

「
乳
が
ん
検
査
に
つ
い
て
～
早
期
発

見
の
た
め
に
～
」
▽
８
月
４
日
㈭

14
時
～
「
治
療
に
つ
い
て
～
手
術
・

放
射
線
治
療
～
」
※
毎
月
第
１
木

曜
日
開
催
（
11
月
を
除
く
）
各
回

1
時
間
程
度
（
１
回
完
結
型
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
1
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
病
院
診
療
支

援
課
（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

　
八
女
市
の
ケ
ー
キ
工
房
『
パ
テ
ィ

ス
リ
ー
ラ
ー
ナ
』
の
パ
テ
ィ
シ
エ
に

学
び
ま
す
。
大
切
な
人
・
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
人
に
、
簡
単
に
で
き

て
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
な
お
菓
子
は

い
か
が
で
す
か
。

◦
日
時
＝
▽
７
月
20
日
㈬
10
時
～

▽
１
月
18
日
㈬
10
時
～

◦
内
容
＝
家
で
も
簡
単
に
で
き
る
お

　
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
傾
向
の

人
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、「
社
会

に
出
る
前
に
、
心
と
体
を
整
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
。
参

加
無
料
。

◦
日
時
＝
６
月
19
日
㈰
13
時
30
分

～
15
時
30
分

◦
場
所
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
久
留
米
　

大
会
議
室
（
久
留
米
市
諏
訪
野
町
）

◦
問
い
合
わ
せ
・
予
約
＝
同
所

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
０
０
８
７
）

◦
日
時
＝
6
月
26
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

公
立
八
女
総
合
病
院
健
康
公

開
講
座
「
乳
が
ん
に
つ
い
て
」

八
女
市
岩
戸
山
歴
史
文
化
交

流
館「
い
わ
い
の
郷
」体
験
事
業

お
知

ら
せ
お
知

ら
せ

市
民
の
た
め
の
憲
法
講
座

筑
後
特
別
支
援
学
校

寄
宿
舎
夏
ま
つ
り

筑
後
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
主
催
講
演
会

八
女
軽
ト
ラ
市

東
公
民
館
講
座
「 

パ
テ
ィ
シ
エ
に

学
ぶ
お
し
ゃ
れ
な
ケ
ー
キ
教
室
」

教
室
・
講
座

　

　国指定伝統的工芸品八女
提灯の展示会です。八女提
灯協同組合会員各社の自慢
の作品が勢揃いしますので、
じっくりご覧いただきお店選
びの参考にできます。
◦日時＝６月11日㈯～８月
23日㈫９時～ 17 時※月曜休
館◦会場・問い合わせ＝八女
伝統工芸館（☎ 22・3131）

　6 月 23 日㈭、全国瞬時警報システム
（J アラート※）を用いた緊急地震速報の
訓練が全国各地域で実施されます。八女
市ではこの訓練実施のため、午前 10 時
15 分ごろ、防災ラジオの自動起動により
大音量で「緊急地震速報。大

お お じ し ん

地震です。
大
お お じ し ん

地震です。これは訓練放送です」とい
う放送が流れますのでお知らせします。

（※）J アラートとは地震・津波や武力攻
撃等の緊急情報を、国から人工衛星など
を通じて瞬時にお伝えするシステムです。
⃝問い合わせ＝防災安全課消防防災係

（☎ 23・1731）

⃝放送日時＝ 6 月26 日㈰
  12 時 57 分～ 13 時 57 分
⃝放送番組＝RKB
　「今日感テレビ日曜版 SP」

緊急地震速報大地震（おおじしん）です大地震（おおじしん）です
これは訓練放送です

八女市献血推進協議会
（☎２３・５８１６）

献血にご協力ください

日にち 時  間 場  所
7/1
㈮

10:00 ～ 11:30 
12:30 ～ 15:00

そよかぜ
（星野）

7/8
㈮

10:00 ～ 11:30 
12:30 ～ 15:00

矢部基幹集
落センター

八女盆提灯・
あかり展示会

お見合い大作戦
～八女・初夏の陣～
　ナイナイお見合い大作戦を
成功に導いた市民有志による

「チーム八女」とＲＫＢ「今日感
テレビ」がコラボして、お見合
いイベントを開催！女性との出
会いに悩む市内独身男性と、本
気で結婚したい女性の集団お見
合を皆さんぜひご覧ください。

S http://rkb.jp/kyokansun/
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に
応
じ
て
任
用
し
ま
す
。

◦
応
募
資
格
＝
保
育
士
資
格
を
有

し
、
保
育
士
登
録
済
み
の
人

◦
提
出
書
類
＝
履
歴
書
、
保
育
士

証
（
写
）

◦
勤
務
形
態
＝
▽
常
勤
（
週
５
日

勤
務
・
社
会
保
険
有
）
▽
日
々
雇

用
（
１
日
勤
務
、
午
前
の
み
、
午

後
の
み
勤
務
の
３
種
類
）

◦
賃
金
＝
▽
７
０
０
０
円
（
１
日
勤

務
）
▽
３
４
０
０
円
（
午
前
勤
務
）

▽
４
３
０
０
円
（
午
後
勤
務
）

◦
勤
務
場
所
＝
市
内
公
立
保
育
所

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て

支
援
課
こ
ど
も
未
来
係
（
☎
２
４
・

８
８
１
４
）

　
県
で
は
、
国
際
的
な
視
野
を
持

ち
、
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
を
育

成
す
る
「
福
岡
県
グ
ロ
ー
バ
ル
青
年

の
翼
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

◦
研
修
期
間
＝
９
月
上
旬
～
３
月

下
旬
（
報
告
会
）

◦
海
外
研
修
期
間
＝
11
月
６
日
㈰

館
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）。
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
岩
戸
山
歴
史
文
化

交
流
館
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
活
動
内
容
＝
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
補

助
・
岩
戸
山
古
墳
案
内
・
展
示
室

案
内
な
ど
※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

の
参
加
と
な
り
ま
す
の
で
、
報
酬
・

旅
費
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２

４
・
３
２
０
０
／
O
２
４
・
３
２
１
０
）

　
応
募
に
基
づ
き
登
録
し
、
必
要

典
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

◦
大
会
日
時
＝
８
月
21
日
㈰

◦
会
場
＝
県
営
筑
豊
緑
地
プ
ー
ル

◦
募
集
期
間
＝
７
月
８
日
㈮
ま
で

◦
対
象
者
＝
八
女
市
民
（
小
学
生

以
上
で
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
者
）

◦
募
集
人
数
＝
▽
一
般
の
部 

制
限

な
し
▽
少
年
の
部 

35
人
　
※
希
望

者
多
数
の
場
合
は
各
個
人
の
記
録

に
基
づ
い
て
選
考
し
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
参
加
資
格
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
中
国
（
雲
南
省
）
※
定
員
15
人

◦
期
間
＝
10
月
下
旬
頃
７
日
間
程

度
予
定
／
申
込
期
限
８
月
26
日
㈮

▽
フ
ィ
リ
ピ
ン（
北
部
）※
定
員
15
人

◦
期
間
＝
２
月
上
旬
頃
　
７
日
間

程
度
（
予
定
）
／
申
込
期
限
11
月

18
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

～
13
日
㈰
の
７
泊
８
日

◦
訪
問
国
＝
マ
レ
ー
シ
ア
（
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ヤ
ン

ゴ
ン
・
バ
ガ
ン
・
パ
コ
ッ
ク
）
２
か
国

◦
活
動
内
容
＝
国
内
宿
泊
研
修（
県

内
に
て
３
回
を
予
定
）、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
、
海
外
研
修
（
現
地
企

業
や
産
業
イ
ン
フ
ラ
、
企
業
、
多

民
族
融
和
・
文
化
施
設
、
社
会
貢

献
活
動
視
察
、
現
地
で
活
躍
す
る

人
と
の
交
流
会
等
）、
報
告
会
な
ど

◦
募
集
人
数
＝
24
人

◦
応
募
資
格
＝
平
成
28
年
４
月
１

日
現
在
18
歳
以
上
30
歳
以
下
の
人

◦
負
担
金
＝
社
会
人
12
万
円
、
学

生
10
万
円

◦
募
集
期
間
＝
６
月
30
日
㈭
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
青
少
年
育
成

課
内 （
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３

８
７
）
※
Ｈ
Ｐ
は
「
福
岡
県
グ
ロ
ー

バ
ル
青
年
の
翼2016

」
で
検
索

　
県
民
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

　
八
女
市
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流

館
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
世
代

を
超
え
た
交
流
が
で
き
、
多
く
人
々

が
集
い
・
賑
わ
い
、
郷
土
愛
が
育
ま

れ
る
よ
う
な
施
設
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
各
種
古
代
体
験
や
講
演
会

な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。「
お
も

て
な
し
」
の
気
持
ち
で
「
や
っ
て
み

よ
う
！
」
と
思
わ
れ
る
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
募
集
期
間
＝
随
時
募
集

◦
申
し
込
み
要
件
＝
「
岩
戸
山
歴

史
文
化
交
流
館
の
活
動
に
協
力
し

た
い
！
」
と
思
わ
れ
る
人
な
ら
、
ど

な
た
で
も
申
し
込
み
可
能
で
す
。

◦
申
込
方
法
＝
申
込
用
紙
は
岩
戸

山
歴
史
文
化
交
流
館
で
配
布
し
て

い
ま
す
。（
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流

平
成
28
年
度
福
岡
県
海
外
戦

没
者
慰
霊
巡
拝
団
員

八
女
歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

グ
ロ
ー
バ
ル
青
年
の
翼
参
加
者

保
育
所
臨
時
職
員（
保
育
士
）

ふらっち広場からのお知らせ

★あじさい見学
◦日時＝ 6 月19日㈰ 11時ふらっち広
場出発◦参加費＝確認ください
★カラオケ（カラオケサンタクロース）
◦日時＝ 6 月25日㈯ 13 時～※現地
集合◦参加費＝ 300 円
★タマホームスタジアム（ホークスVSオリックス）
◦日時＝6 月26日㈰11時 30 分ふらっ
ち広場出発◦参加費＝確認ください
★久留米市街（久留米シティプラザ）
◦日時＝ 7 月 3日㈰ 11時ふらっち広
場出発◦参加費＝ 200 円
★久留米市街（久留米シティプラザ）
◦日時＝ 7 月9日㈯ 11時ふらっち広
場出発◦参加費＝ 200 円
▪各イベントは要予約（先着順）
▪外出は 2 回予定している中で、1日
を選択し申し込みください。
▪平日も簡単な工作・手芸等できます
ので、お気軽にご来館ください。

ほ
ほ
え
み地域活動支援センター

☀場所＝八女市本町178（旧きんぷく亭）
☀ふらっち広場（☎ 24・3022）
11時～ 17 時開館／月曜日休館

　池の山キャンプ場に隣接し、
夏の間だけオープンする屋内型
プールです。25 ｍプールと子ど
も用プールがあり、ご家族でご
利用できます。プール内の色も
明るくしていますので、夏休み
等の機会を利用していただき、
ぜひご来館ください。
◦開館期間＝ 7 月1日㈮～
　　　　　　　8 月 31日㈬
◦休館日＝月曜日（祝祭日は開
館）◦開館時間＝ 9 時～ 12 時
／ 13 時～ 16 時 30 分／ 17 時
30 分～ 21時◦利用料金＝▽大
人（中学生以上）150 円▽子ど
も（小学生以下）80 円
◦問い合わせ＝星野支所総務課 

（☎５２・３１１２）

八
女
市
星
野
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
星
の
ふ
る
さ
と
公
園

内（
池
の
山
プ
ー
ル
）

夏
季
限
定 

７
／
１
㈮

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

　黒木じじばば世話焼きプロ
ジェクトでは、山婚を企画し、八
女市黒木町を舞台に男女の出会
いの場を提供しています。今年
度第 1回目の山婚は、旧木屋小
学校でそうめん流しや線香花火
などで山の夕暮れを楽しみます。
◦開催＝ 7 月17 日㈰、15 時 30
分（集合）～ 21時ごろ（解散）
◦集合場所＝旧木屋小学校（黒
木町木屋 2422）◦参加費＝男性
3,000 円、女性 2,000 円◦定員＝
30 人◦対象年齢＝ 25 歳～ 45
歳◦申込・問い合わせ＝ kuroki.
yamakon@gmail.com

婚活イベント参加者募集！

平
成
28
年
度 

福
岡
県
民
体
育

大
会
水
泳
競
技
の
選
手



広報やめ　2016.6.1513

▽
土
・
日
・
祝
日
10
時
～
17
時

※
年
末
年
始
を
除
く

◦
対
象
＝
お
お
む
ね
30
歳
～
39
歳

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

30
代
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
中
央
区
天
神
１-

４-

２
エ
ル

ガ
ー
ラ
オ
フ
ィ
ス
12
階
）

（
☎
０
９
２
・
７
２
０
・
８
８
３
１
）

　
放
送
大
学
は
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
、
国
が
作
っ
た
通
信

制
の
大
学
で
す
。

◦
募
集
期
間
＝
６
月
15
日
㈬
～
９
月

20
日
㈫
※
入
学
相
談
随
時
受
付
中

◦
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
＝
放

送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
２
・
５
８
５
・
３
０
３
３
）

Shttp://w
w

w.ouj.ac.jp

　
中
学
校
・
高
等
学
校
卒
業
予
定

者
を
採
用
す
る
場
合
、
管
轄
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
求
人
申
込
書
」
を

提
出
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◦
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
求
人

受
付
＝
６
月
20
日
㈪
～

◦
問
い
合
わ
せ
＝ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女

学
卒
担
当
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

者
の
登
録
申
請
に
は
こ
の
資
格
が

必
要
で
す
。
申
込
用
紙
は
上
下
水

道
局
で
配
布
し
ま
す
。

◦
試
験
日
＝
11
月
６
日
㈰

◦
会
場
＝
久
留
米
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ

◦
受
験
手
数
料
＝
１
万
２
千
円

◦
申
込
期
間
＝
７
月
４
日
㈪
～
７

月
15
日
㈮

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
下

水
道
局
下
水
道
総
務
係
（
☎
２
３
・

１
１
４
８
）

　
現
在
就
職
活
動
中
、
こ
れ
か
ら

転
職
を
考
え
て
い
る
人
を
対
象
。

個
別
相
談
、
研
修
、
合
同
説
明
会

等
の
メ
ニ
ュ
ー
で
支
援
し
ま
す
。

◦
時
間
＝
▽
月
～
金
10
時
～
19
時

　
市
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
の
登
録
申
請
に
は
、
こ
の
資
格

が
必
要
で
す
。

◦
期
日
＝
10
月
23
日
㈰

◦
会
場
＝
福
岡
市

◦
受
験
資
格
＝
給
水
装
置
工
事
に

関
し
て
３
年
以
上
の
実
務
の
経
験

を
有
す
る
人

◦
受
講
料
＝
１
万
６
８
０
０
円

◦
申
込
期
間
＝
７
月
１
日
㈮
ま
で

◦
申
し
込
み
＝
公
益
財
団
法
人
給

水
工
事
技
術
振
興
財
団

（
☎
０
３
・
６
９
１
１
・
２
７
１
１
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
上

水
道
工
務
係
（
☎
２
３・１
１
０
７
）

　
市
の
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

遺
族
連
合
会(

☎
０
９
２・７
６
１・

０
０
１
２)

◦
試
験
日
＝
10
月
２
日
㈰

◦
試
験
会
場
＝
福
岡
大
学
（
福
岡

市
城
南
区
七
隈
）

◦
申
込
書
配
布
期
間
＝
７
月
13
日
㈬

ま
で
※
介
護
長
寿
課
に
も
あ
り
ま
す
。

◦
申
込
期
間
＝
７
月
13
日
㈬
ま
で

※
消
印
有
効

◦
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）
福
岡

県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
（
☎
０

９
２
・
４
３
１
・
４
５
９
０
）
※
受

験
申
込
要
領
は
（
公
社
）
福
岡
県

介
護
支
援
専
門
員
協
会
Ｈ
Ｐ
に
６

月
中
旬
を
目
途
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者
試
験

福
岡
県
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
試
験

30
代
求
職
者
向
け
就
職
支
援

放
送
大
学
10
月
入
学
生

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
規
学
卒
予
定
者

試　

験

就
業
支
援

夏
季
限
定 

７
／
１
㈮

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

九州北部豪雨災害から４年が経ちました。
最近「災害の時のことを思い出すことが

増えたなあ」と思ったり、少しの雨でも「なんだ
かドキドキする」と感じたりすることはありませ
んか。その時のことを思い出して、こころやから
だに不調をきたすことがありますが、これは、誰
にでも起こりうる正常な反応で、多くの場合は自
然に回復していきます。どのような反応が起こ
るのか、そしてその対処法を知りましょう。

【身体の反応】
▼寝つきが悪くなったり、夜中に頻回に目が覚める
▼頭痛、めまい、吐き気、下痢、胃痛、動悸、下痢
▼疲れやすい、身体がだるい、食欲がない

【心の反応】
▼以前に比べてイライラしたり、怒りっぽくなる
▼やる気が出ない、集中できない
▼不安でたまらない、気持ちが落ち込む。また、
気持ちが高ぶる
▼被災時のことが繰り返し思い出される
▼被災時の夢を繰り返し見る
▼誰とも話す気になれない

【心と身体を守るためにできること】
①睡眠と休息をとりましょう
②心配や不安を一人で抱えずに、周りの人と話
しましょう
③お互いに声をかけあいましょう
④お酒の飲みすぎに注意しましょう
⑤心身の不調はかかりつけ医に報告しましょう

　時には、心身の不調が長引き、生活に支障を
きたす場合もあります。心配な様子が続いたり、
気になる症状があれば、下記にご相談ください。

【心理士によるこころの相談のご案内】
　臨床心理士が相談をお受けします。相談無料。
事前に予約が必要です。
◦日時＝7 月27日㈬ 13 時 30 分～ 15 時 30 分
◦場所＝おりなす八女研修棟 2 階第 5 研修室
◦予約・問い合わせ＝健康推進課保健指導係
　（☎ 23・1352） 

地球温暖化防止のためのライトダ
ウンキャンペーンを 6 月21日㈫か
ら7 月7日㈭まで実施します。6 月
21日㈫と 7 月 7 日㈭の 20 時から
22 時までを特別実施日と設定しま
す。ご協力をよろしくお願いします。

（環境省地球環境局）

6月21日㈫～7月7日㈭

被災後の心のケア

「心と身体、
大丈夫ですか？」

ライトダウンキャンペーンCO2
削減

心配な様子が続いたり、気になる症状
があれば相談機関を利用しましょう
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■マタニティさん集まれ「食育」
◦7/5 ㈫ 10:00 ～12:30 ／参加費有／
託児有／要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦7/7 ㈭ 13:30 ～ 15:30 ／参加費有
■双子ちゃん集まれ
◦7/12 ㈫ 10:00 ～12：00 ／要申込
■4か月さん集まれ（2月生まれ）
◦7/13 ㈬ 10:00 ～ 12:30 ／産後ヨガ
／飲み物・バスタオル持参／参加費有／
要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦7/20 ㈬ 13:30 ～ 15:30 ／参加費有
■パパママ集まれ
◦7/24 ㈰ 10:00 ～12:30 ／参加費有

■みんなであそぼう「うちわ作り」
◦7/10 ㈰ 10:30 ～／要申込

■プレママ＆ベビーサロン 「おもちゃ作り」
◦7/13 ㈬ 10:30 ～／要申込
■エンジェルルーム 「水遊び」
◦7/22 ㈮ 10:30 ～／要申込／水着・
水遊び用おむつ持参
■ハッピーバースデー♪ 「大型絵本」
◦7/26 ㈫ 10:30 ～／要申込

■子育てエ～ル 「子育てＱ＆Ａ」
◦7/5 ㈫ 10:30 ～／場所＝かがやき／講
師＝健康推進課 保健師・管理栄養士／参
加費無料／限定15 組要申込／託児 2 日前
までに要申込
■七夕まつり
◦7/7 ㈭ 10:30 ～／限定 15 組要予約
■ともだちっていいな「北山保育所との
交流活動」◦7/13 ㈬10:00 ～
■すてきな記念日
◦7/20 ㈬10:30～※誕生月者のみ要予約
■わ・わ・WA！「水遊びデビュー」
◦7/22㈮10:30～／限定10組／要予約

■ママといっしょ「おいしい冷茶の入れ方」
◦7/7 ㈭ 10:30 ～／ 10 組要申込／参
加費 200 円
■抱っこＤＥぎゅ～「田中もと子先生と
楽しい親子遊び」
◦7/12 ㈫10:30 ～要申込
■お誕生会「7 月生まれさん集まれ」
◦7/21㈭10:30 ～／誕生月者のみ要申込

■ 10:00 ～ 15:00
▽矢部集落センター 7/5 ㈫、20 ㈬
■ 10:00 ～ 13:00
▽井延公民館 7/6 ㈬　
▽上陽公民館 7/8 ㈮
▽児童センター 7/13 ㈬ 　
▽勤労青少年ホーム 7/20 ㈬　
▽かがやき 7/26 ㈫ 　
▽室岡公民館 7/28 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）　問24・9090

 移動ひろば問こども未来係（問24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問24・8814

子育ち支援掲示板 7 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ（黒木町桑原
207※ふじの里内）　問42・3301

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村10775-14※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　

問０９０･332０･21９6／やめっこ未来館（24・8814）

7月3日（日）
黒岩外科 日の出町 23・2858
しばた医院 上陽町 33・7373
松山歯科医院 納楚 24・1234
7月10日（日）
いしもと小児科 岩崎 22・7111
今村循環器内科 黒木町 33・2115
堤歯科医院 立花町 37・1470
7月17日（日）
戸次循環器科内科 馬場 22・3100
後藤内科医院 上陽町 54・2221
おおぶち歯科医院 筑後市 0942・51・1551
みやた眼科医院 広川町 32・6888
7月18日（祝）
富田クリニック 蒲原 24・4810
矢部診療所 矢部村 47・2700
野田歯科医院 筑後市 0942・53・4187
長崎眼科クリニック 本村 22・6123
7月24日（日）
山田医院 東唐人町 23・4853
辺春診療所 立花町 36・0010
永田歯科医院 宅間田 22・3511
江崎耳鼻咽喉科 筑後市 0942・53・2347
7月31日（日）
井上クリニック 新町 30・2020
林医院 立花町 23・5557
はら歯科クリニック 広川町 24・8363

在宅医当番表
7月の

※変更になっていることがありま
すので電話で確認してください。

✚

　オオキンケイギクは生命力が強く、いったん定着
してしまうと在来の野草の生育場所を奪い、周囲の
環境を一変させてしまうため、平成 18 年に特定外
来生物に指定され、生きたままの運搬や栽培、譲渡
などが原則として禁止されています。オオキンケイ
ギクが庭などに生えているのを見かけたら、駆除を
お願いします。（カラー写真は最後のページに掲載）

【花の特徴】▽黄色のコスモスに似た形状で直径５
㎝～７㎝程の頭状花（茎の先端に１つの花を付け
る）▽花びらの色は黄橙色で、花の中央部（管状花）
も同じ色をしている▽花びらの先端には不規則に４
～５つのぎざぎざがある▽開花時期は５月～７月頃。

【葉の特徴】▽細長いへら状をしており、一番幅が
ある部分の幅は１㎝程度▽葉の両面には荒い毛が生
えており、葉の周囲はなめらか（鋸歯がない）▽花
が似ている植物の多くは、葉が針のように細かった
り、複雑な切れ込みをしていたりするため、見分け
が付きやすい。

【処理するときの注意】生きたままの移動や保管は
禁止されていますので、根から引き抜いたものを２
～３日天日にさらして枯死させる等した後で、燃え
るごみとして処分をお願いします。種子を付ける前
に駆除することが望まれます。
⃝問い合わせ＝環境課環境保全係（☎ 23・1462)

特定外来生物
「オオキンケイギク」

を見かけたら
駆除を

▼救急指定病院
公立八女総合病院 23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町）32・3511
姫野病院（広川町）32・3611
筑後市立病院　 0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付
（19:00 ～ 21:30）
［月・水・金］公立八女総合病院

［火・木］筑後市立病院

▼日祝日小児救急医療受付
（9:00 ～ 14:30）
【7月】3㈰・17㈰・18㈷・31㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【7月】10㈰・24㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）
▼県小児救急医療電話相談

（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者 ♯ 8000

出典：九州地方環境事務所

黄色の
コスモスに

似た花
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6月・7月イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/
開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

6/26 ㈰ 第59回  西日本吟詠筑後地区大会 ハーモニー 10:00 無料 ㈱西日本新聞イベント
サービス（同大会事務局） 

092・
711・5491

6/30(木) 第10回  歌ごえレクササイズ 夏！ 八女文化
会館ホール 13:30

500 円

※チケット販売
は 6/22(水)迄

 
    （馬場） 090・7536・    
   （下川） 090・1922・
 （牟田口） 080・1718・

 
1864
2473
4176

7/2 ㈯

人権のまちづくり 市民の集い 2016
ＲＫＢ アナウンサー朗読会

『ピアノは知っている 月光の夏』
ＲＫＢアナウンサー：三好 ジェームス・
田畑 竜介・池尻 和佳子・武田 早絵
ピアノ：平 洋子

ハーモニー 14:00 無料

八女市役所人権・同和政策課
※託児をご希望の方は
6/21(火)までにお申込みくだ
さい。

23・1490

7/9 ㈯ 第11回 みんなで歌おうボンモマン
　　　　　　　　    　（幸せなひととき）

八女文化
会館ホール 14:00 300円 サウスハーモニカグループ

「竹取物語」（末石） 23・3366

7/17 ㈰ 大正琴・文化箏 希
の ぞ み

望演奏会 はちひめ 13:30 無料 希
の ぞ み

望会(野上)

おりなす八女   イベント情 報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

8 /6(土)
7 /24(日)
１4:00開演

１4:00開演

ハーモニーホール

ハーモニーホール

2016 夏 八女平和の祈りコンサート

アン・サリーアコースティックライブ平和の願い

（全席自由 )                                               

（高校生以上)                                               

（3歳以上)                                               

米木康志 (b)・本田珠也 (ds)

一般 1,000 円                                              

中学生以下 500円                                              

JUNICHIRO
OHKUCHI TRIO
LIVE

出演者　
■YOKACON男声合唱団
　宇宙戦艦ヤマト・また逢う日まで
■YOKACON 女声合唱団
　合唱組曲「磐井の譜」

■原田貴子（ヴァイオリン）
■平 洋子（ピアノ）
■関家真一郎（パーカッション・マリンバ）

ゲスト　
■深町まどか（フルート）

（全席指定)  一般 2,500 円                                              

親子ペア 2,700 円                                              
0 歳～高校生 500 円                                              

友の会 2,000 円                                             

～プログラム予定～
星影の小径
のびろ のびろ だいすきな木
おまえが生まれた日  ほか

～プログラム予定 ～
胸の振り子
スマイル
アイ・ウッシュ・ラブ
蘇州夜曲
黄昏のビギン
この素晴らしき世界  ほか

アン・サリー
親子で楽しむ

日

一般 3,000円                                              （全席指定)  
友の会 2,500 円                                              両日チケット発売中

主催・お問合せ：YOKACON 実行委員会
事務局 穐田（アキタ） ☎ 090・9471・0461

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

主催・お問合せ：NPO 法人八女ベーゼンドルファー音楽祭
プロジェクト   ( 事務局 ) ☎ 080・8580・1740

主催：ライブ実行委員会（おりなす八女） ☎ 22・5332

益城町〈文化会館支援〉
チャリティーコンサート

大口純一郎(pf)
トリオ・ライブ

高校生以下 500 円                                               

9 /9(金)

9 /10(土)

１8:30開演

１5:30開演

ハーモニーホール

はちひめホール

大人 2,000 円                                               （全席自由 )                                               

（全席自由 )                                               

永井龍雲 アコースティックライブ

一般 3,500円                                              
友の会 3,000 円                                             

（当日各500円 増）                                   

 チケット発売中

 チケット発売中

 チケット発売中

090・3603・
　　9149

歌ごえレクササイズ 八女の会
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伸
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ン

ト
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健
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く
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ェ
ス
タ
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５
月
15
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、
お
り
な
す
八
女
で

行
わ
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ま
し
た
。

　
式
典
で
三
田
村
市
長
は「
ス
ポ
ー

ツ
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し
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健
康
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く
り
に
取
り
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康
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ま
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健
康
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く
り
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市
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言
を
す
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と
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よ
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八
女
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の
心
身
の
幸
せ
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築
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も
に

支
え
合
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切
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れ
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つ
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ス

ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
都
市
宣
言
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を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
落
語
家
で
医
学

博
士
の
立
川
ら
く
朝
さ
ん
が
「
ド
ク

タ
ー
ら
く
朝
の
ヘ
ル
シ
ー
ト
ー
ク
」

と
題
し
た
基
調
講
演
を
行
い
、「
笑

い
」
の
健
康
効
果
や
生
活
習
慣
病

予
防
に
つ
い
て
落
語
方
式
で
楽
し
く

解
説
し
、
会
場
は
笑
い
声
に
つ
つ
ま

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
に
は
姉
妹
都

市
で
あ
る
韓
国
巨コ

ジ
ェ済
市
か
ら
ク
ォ

ン
・
ミ
ノ
市
長
と
訪
問
団
の
皆
さ

ん
も
出
席
。
巨
済
市
か
ら
の
催
し

も
の
と
し
て
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
を
披

露
、
フ
ェ
ス
タ
に
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を
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え
て
い
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だ
き
ま
し
た
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そ
の
他
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大
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ー
ル

で
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和
太
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ン
ス
、
保
育
園

児
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し
物
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介
護
予
防
体
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な

ど
の
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ト
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シ
ョ
ン
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れ
ま

し
た
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お
り
な
す
八
女
の
１
階
会
場
で

は
、
身
体
測
定
、
血
圧
、
肌
年
齢
、

骨
密
度
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
等
の

「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
相
談
」
や
、「
認

知
症
カ
フ
ェ
」、「
健
康
・
医
療
ク
イ

ズ
」、「
応
急
手
当
」
な
ど
、
健
康
に

関
す
る
様
々
な
体
験
が
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
多
く
の
参
加

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
小
学
生
の
お

子
さ
ん
と
参
加
し
た
女
性
は
、「
肌

年
齢
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、

楽
し
み
な
が
ら
体
験
で
き
る
催
し

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
家
族
で

健
康
の
大
切
さ
に
つ
い
て
改
め
て
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」
と

語
り
ま
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
都
市
」
を
宣
言

　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

私たち八女市民は、一人一人が健康に対して意識を高
め、積極的にスポーツに親しみ、健康寿命の延伸をめ
ざし、ここに「スポーツ・健康づくり都市」を宣言します。
一．積極的に健康診査を受けます。
一．生涯にわたり、健全な生活習慣を実現します。
一．市民ひとり１スポーツをめざします。
一．栄養バランスの良い食事を心がけます。
一．地域で支え合う絆と、健康づくりの輪を広げます。

スポーツ・健康づくり都市宣言

①式典には韓国巨済市のクォン・ミノ市長も出席
②立川らく朝さんの講演③脳年齢や骨密度測定等
ができる健康コーナー④会場には多くの市民が集
まりました⑤応急手当やAED等の蘇生法を学ぶ

巨済市ダンススポーツ連合会の皆さんが踊りを披露

１23

4

5

栽培が禁止されていま
す。見かけたら環境課
まで連絡ください。庭に
生えている場合は駆除
をお願いします。
※詳細記事は14ページ
（環境課☎ 23・1462）

特定外来生物
オオキンケイギク

出典：九州地方環境事務所
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